
【様式１】 

①食育月間の取組

提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

熊本県 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 

山江村役場 健康福祉課 

山江村食生活改善推進員協議会 

取 組 の 名 称 乳幼児健診、介護予防拠点事業、一般介護予防事業、高齢者の保健事業と介護予防の

一体的事業 

山江村食生活改善推進員協議会全体研修会 

実 施 時 期 ６月３日（月）～６月２８日（金） 

取組内容に該当する 

食 育 ピ ク ト グ ラ ム 

取 組 内 容 〇目的：食育月間の趣旨や取り組みについて周知し、住民の意識啓発を図る。 

〇対象者、人数、場所 

・５歳児歯科健診に参加する保護者 ４名 福祉保健センター「健康の駅」

・２歳児歯科健診に参加する保護者 ８名 福祉保健センター「健康の駅」

・介護予防拠点事業（公民館事業）の参加者 ８６名 ８カ所各地区集会所

・いきいき健康相談の参加者  ３２名 山江温泉ほたる ほたる亭 

・にこにこ食のつどいの参加者 １６名 万江コミュニティセンター

・食生活改善推進員全体研修会の参加者 １５名 山江村農村環境改善センター

〇内容 

１．乳幼児健診 

・５歳児歯科健診では、食育ランチョンマットを配布し、幼児の保護者向けにバラン

スの良い食事や規則正しい食生活、共食について講話を行いました。

・２歳児歯科健診では、食生活改善推進員が作ったおやつを配布し、不足しがちな栄

養を補うために、正しい間食を取り入れることについて講話を行いました。 

２．介護予防拠点事業、一般介護予防事業、高齢者の保健事業と介護予防の一体的事

業 

・農林水産省発出の食育月間のチラシを配布し、食育ピクトグラムを用いて説明を行

いました。 

・災害時に備えるべきものや飲食料の量などについての講話を行いました。

・食中毒予防について、厚生労働省発出のチラシを配布し、家庭でできる食中毒予防

についての講話を行いました。また、手洗いチェッカーを用いて手洗いを見直し、食

中毒菌をつけないことの大切さを伝えました。 

・フレイル予防、低栄養予防について導入を行い、歯科衛生士による歯科口腔に関す

る講話を行いました。また、食育月間のチラシを配布し、食育月間と食育の日につい



て周知を行うと同時に、食中毒予防の３原則について話し、注意を呼びかけました。 

・熱中症予防について、パンフレットを用いて、涼しい環境を作ることや適切な水分

補給をすること等の大切さの講話を行いました。また、緊急時のために経口補水液等

の備蓄を行うことを勧めました。 

【介護予防拠点事業】 【食改全体研修会】 

【高齢者の保健事業と介護予防の一体的事業】 

３．広報活動 

・村内ケーブルテレビにて、食育月間や食育の取り組みについて周知しました。

・庁舎前にのぼりを設置しました。

・健康福祉課窓口に、食育月間のチラシを掲示し、１品で野菜が１００ｇ食べられる

レシピ集を設置しました。

４．山江村食生活改善推進員協議会全体研修会 

・外部よりセミナー講師を招き、低栄養予防セミナーを行いました。また、食育月間

のチラシを配布し、食生活改善推進員が担う食育の役割について話をしました。調理

実習を行う前には、食中毒予防のチラシを配布して注意を呼びかけました。 



【様式１】 

① 食育月間の取組

提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

熊本県 

実  施  主  体 人吉こども園 

一般社団法人全日本司厨士会西日本地方本部 熊本県本部 人吉支部 

取 組 の 名 称 司厨士協会による食育講座 

実 施 時 期 令和６年６月１９日 

取組内容に該当する 

食 育 ピ ク ト グ ラ ム 

取 組 内 容 【目的】・料理を通して「食の大切さ」や生き物の命をいただく感謝の気持ち、 

作ってくれる人（両親）への感謝の気持ちを持つ。 

・食材に触れたり、調理を体験したりすることで食への興味を持つ。

・楽しく食事をする。

【対象者】２・３歳児（２４名）⇒見学と講話に参加 

 ４・５歳児（２５名）⇒見学と講話・調理に参加 

【場所】人吉こども園ホール 

【内容】司厨士協会の話を受け、園の食育の日に合わせて食育講話と調理実演（魚の

解体・野菜の飾り切り）・オムライス作りをしました。絵やポスターを使ってバラン

スの良い食事の大切さについての話を聞いたり、実際に魚に触れたりしました。大

きな魚を間近で見たことで関心も強く、解体実演は見事な包丁さばきに驚き、野菜

の飾り切りに拍手が起きていました。オムライス作りは 4～5名毎に分かれ、「卵を

割る」「卵を焼く」「盛り付ける」と各自が司厨士協会の方々に手伝ってもらいなが

ら体験することができました。日頃家庭で経験できないことに意欲をもって取り組

み、作ることの楽しさを感じました。最後に自分が作ったオムライスに大満足し、

ひとくちひとくち大事に食べていました。 


